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令和６年４月に小学校６年生、中学校３年生を対象に実施した 「全国学力・学習状

況調査」の分析概要をまとめました。 

各学校が児童・生徒の学習・生活の状況を踏まえながら、教育課程や学習指導の

充実・改善、児童・生徒一人一人の学習改善や主体的に学習に取り組む態度の育成

につなげるための指標として提示します。 

特に、教科に関する調査では、平均正答率や全国との差異に目が行きがちですが、

児童・生徒が問題に取り組む際に、どのようなことに戸惑い、つまずいたのか、指導を

工夫することで問題解決能力が向上するのではないかといったことに目を向けることが、

児童・生徒の学びの質を高めていく上で大切であると考えます。 

そのために、「課題が見られた問題」等について、「解答類型」を掲載し、児童・生徒

の思考の過程が見える形の分析としました。 

また、各家庭でも、児童・生徒が取り組んでいる調査の内容や結果について、本報

告書を通して共有していただけたら幸いです。 

さらに、質問紙調査については、児童・生徒に対する学習意欲等に関する調査と、

学校に対する指導方法等に関する調査を実施しております。これらの調査結果からは、

児童・生徒の学習意欲が学習状況と密接に結びついている状況が分かることから、学

校・家庭・地域で共有することが、今後の児童・生徒の学力向上に結び付くものと考え

ます。 

 

 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学

力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るととも

に、学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さ

らに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

（令和６年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領より抜粋、令和５年１２月、文部科学省） 

【調査結果の解釈等に関する留意事項】 

本調査は、幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実

施しているが、実施教科が特定の教科のみであることや、必ずしも学習指導要領全体

を網羅するものではないことなどから、本調査の結果については、児童生徒が身に付け

るべき学力の特定の一部分であること、学校における教育活動の一側面に過ぎないこ

とに留意することが必要である。 

（令和６年度全国学力・学習状況調査報告書より抜粋、令和６年８月、国立教育政策研究所） 



茅ヶ崎市教育委員会 | 令和６年度全国・学力学習状況調査結果分析 2 

 

 

（１） 調査実施日 

令和６年４月１８日（木） 

（２） 調査内容 

① 教科に関する調査 

ア 小学校 

 国語（「知識」及び「活用」に関する問題）・・・１４問 

 算数（「知識」及び「活用」に関する問題）・・・１６問 

イ 中学校 

 国語（「知識」及び「活用」に関する問題）・・・１５問 

 数学（「知識」及び「活用」に関する問題）・・・１６問 

② 児童生徒質問紙調査 

調査学年の児童・生徒を対象とした、学習意欲や学習方法、生活等に関す

る質問（小学校６９項目・中学校７１項目） 

③ 学校質問紙調査 

各学校を対象とした、指導方法に関する取組等に関する質問（小学校７６項

目・中学校８０項目） 

（３） 実施学校数 

茅ヶ崎市立小学校１９校、茅ヶ崎市立中学校１３校 全３２校 

（４） 実施学年 

小学校６年生、中学校３年生 

（５） 調査数 

① 小学校６年生：国語２，７０５人・算数２，０７７人・児童質問紙２，０８６人 

② 中学校３年生：国語１，８３４人・数学１，８３６人・生徒質問紙１，８３０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊各教科の正答率や児童生徒質問紙・学校質問紙調査における回答割合等に

係る、各グラフや表に示す「割合（％）」については、それぞれ小数第２

位を四捨五入していることから、１００％にならないこともあります。 

小学校６年生を「児童」、中学校３年生を「生徒」と表記しています。 
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【総括】 

 

 

☆各教科の分析の見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小学校正答率（％） 中学校正答率（％） 

国語 算数 国語 数学 

全 国（公立） ６７．７ ６３．４ ５８．１ ５２．５ 

神奈川県（公立） ６６．９ ６４．０ ５８．９ ５４．３ 

茅ヶ崎市 ６４．８ ６２．５ ５９．４ ５３．２ 

全国との差 -２．９ -０．９ ＋１．３ ＋０．７ 

【小学校】 

平均正答率について、国語は全国平均をやや下回り、算数は全国平均と同程

度である。 

【中学校】 

平均正答率について、国語、数学ともに全国平均と同程度である。 

【正答数分布について】 
＊児童生徒全員の点数を昇順に並べ、人数の 
２５％の値が第１四分位 
５０％の値が第２四分位（中央値） 
７５％の値が第３四分位 

四分位範囲=第３四分位－第１四分位で、値が大きいほどばらつきが大きい
ことを示す。 

各教科における解答類型等の分析は、解説資料及び報告書を引用または参考
としている。 
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(１) 正答率等比較 

 

（令和６年度小学校国語正答率等比較） 

◆ 全国の平均正答率が６７.７％であるのに対し、茅ヶ崎市は６４.８％で、全国平均を

２.９ポイント下回る。 

(２) 正答数分布 

 

（令和６年度小学校国語正答数分布グラフ） 

 茅ヶ崎市 全国（公立） 

第３四分位 １１問 １２問 

第２四分位（中央値） １０問 １０問 

第１四分位 ７問 ８問 

四分位範囲（ばらつき） ４ ４ 

 茅ヶ崎市のばらつきと中央値は全国とほぼ同じである。 
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知識及び技能における「言葉の特徴や使い方に関する事項」

知識及び技能における「情報の扱い方に関する事項」

知識及び技能における「我が国の言語文化に関する事項」

思考力、判断力、表現力等における「話すこと・聞くこと」

思考力、判断力、表現力等における「書くこと」

思考力、判断力、表現力等における「読むこと」知識・技能
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語文化に関する事項」

思考力、判断力、表現力等における

「話すこと・聞くこと」

思考力、判断力、表現力等における

「書くこと」

思考力、判断力、表現力等におけ

る「読むこと」
知識・技能

思考・判断・表現

選択式

短答式

記述式

茅ヶ崎市

全国（公立）

(３) 領域・観点・問題形式別平均正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（令和６年度小学校国語領域・観点・問題形式別レーダーチャート） 

◆ 知識及び技能における「言葉の特徴や使い方に関する事項」の平均正答率は、 

５８．９％（全国６４．４％）であり、全国平均を５．５ポイント下回る。 

◆ 思考力、判断力、表現力等における「読むこと」の平均正答率は、６６．５％（全国 

７０．７％）であり、全国平均を４．２ポイント下回る。 

◆ 【問３ 四】の知識及び技能における「我が国の言語文化に関する事項」の正答率

は、６８．０％（全国７４．６％）であり、全国平均を６．６ポイント下回る。また、無解答

率は、１７．５％（全国７．６％）であり、改善が求められる。 

 

（４） 特に課題が見られた問題 

【ピックアップポイント】 

全国と比べて、正答率の差が比較的大きかったもの。…問題  ３  四 
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【出題の趣旨】 

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気付くこと

ができるかどうかをみる。 

 

【問題の概要】 

【原さんの読書の記録】の空欄に入る内容として適切なものを選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学習指導要領における内容 

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能 

（３） 我が国の言語文化に関する事項 

オ 日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気付くこと。 

■評価の観点 

知識・技能 
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【平均正答率（％）】 

正答 茅ヶ崎市 全国（公立） 

下記参照 ６８．０ ７４．６ 

 全国平均を６．６ポイント下回る。 

【解答類型及び解答の割合（％）】 

選択肢の１から４に記載されている内容は、いずれも読書の意義として考えられることであるが、こ

こでは、原さんが、【原さんの読書の記録】を読み返して、「読書を通して、自分の心にひびく言葉や

今までになかった考えを見つけることができると気付いた」ことを捉えることが求められる。 

類

型 

正

答 
解答類型 

割合（％） 

茅ヶ崎市 全国（公立） 

１  １ と解答しているもの ２.２ ２.９ 

２  ２ と解答しているもの ４.１ ５.０ 

３  ３ と解答しているもの ７.８ ９.６ 

４ ◎ ４ と解答しているもの ６８.０ ７４.６ 

99  上記以外の解答 ０.５ ０.２ 

０  無解答 １７.５ ７.６ 

「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 

 茅ヶ崎市において、無解答率が１７．５％（全国７．６％）であり、全国平均を９．９ポ

イント上回る。 

 

 学習指導に当たっては、次のことに留意することが大切である。 

 日常的に読書に親しみ、読書が自分の考えを広げることに役立つことに気付くために

は、本などの中の言葉から自分を支える言葉を見付けたり、今までになかった考えを

発見したりすることなどによって、読書の意義をより強く実感できるようにすることが大

切である。 

本設問では、原さんが、【原さんの読書の記録】を読み返して、「読書を通して、自

分の心にひびく言葉や今までになかった考えを見つけることができると気づいた」ことを

捉えることが求められる。 

学習指導に当たっては、国語科における、「読むこと」の学習との関連を意識して読

書活動の年間指導計画を立て、「朝の読書活動」や「読書の記録」等の取組を通し

て、日常的に読書に親しむことができるようにすることが大切である。 

その際、「読書の記録」を見返すなどして、児童自身の気付きを引き出す学習場面

を設定すると効果的である。 

（令和６年度全国学力・学習状況調査報告書より一部抜粋、令和６年８月、文部科学省） 
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(１) 正答率等比較 

 

（令和６年度小学校算数正答率等比較） 

◆ 全国の平均正答率が６３．４％であるのに対し、茅ヶ崎市は６２．５％で、全国と同

程度である。 

(２) 正答数分布 

（令和６年度小学校算数正答数分布グラフ） 

 茅ヶ崎市 全国（公立） 

第３四分位 １３問 １３問 

第２四分位（中央値） １０問 １１問 

第１四分位 ７問 ７問 

四分位範囲（ばらつき） ６ ６ 

 茅ヶ崎市のばらつきは全国と同じだが、中央値は全国を下回る。 
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(３) 領域・観点・問題形式別平均正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和６年度小学校算数領域・観点・問題形式別レーダーチャート） 

 「図形」の平均正答率は６４．１％（全国６６．３％）、であり、全国平均を２．２ポイン

ト下回る。 

(４) 特に課題が見られた問題 

【ピックアップポイント】 

全国と比べて、正答率の差が最も大きかったもの。…問題  4  （1） 

【出題の趣旨】 

除数が小数である場合の除法の計算をすることができるかどうかをみる。 

■学習指導要領における領域・内容 

〔第５学年〕 Ａ 数と計算 

（３）小数の乗法及び除法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(イ) 小数の乗法及び除法の計算ができること。また、余りの大きさについて理解すること。 

■評価の観点 

知識・技能 

【問題】 

                                   【問題の概要】 

５４０÷０．６を計算する。 
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【平均正答率（％）】 

正答 茅ヶ崎市 全国（公立） 

下記参照 ６５．１ ７０．１ 

 全国平均を５．０ポイント下回る。 

【解答類型及び解答の割合（％）】 

【解答類型２】は、除数の０．６のみ１０倍して整数にし、５４０÷６を計算していると考えられる。 

【解答類型３】は、除数の０．６を１０倍して５４０÷６を計算し、その商を１／１０にしていると考えられ

る。又は、除数の０．６を１０倍し、被除数の５４０を１／１０にして５４÷６を計算していると考えられる。 

【解答類型４】は、５４０又は０．６について、位取りを誤って計算していると考えられる。 

類

型 

正

答 
解答類型 

割合（％） 

茅ヶ崎市 全国（公立） 

１ ◎ ９００  と解答しているもの ６５.１ ７０.１ 
２  ９０   と解答しているもの １７.６ １６.１ 
３  ９    と解答しているもの ６.０ ４.２ 
４  ９０．９ 以外の位取りの誤りがあるもの １.９ １.８ 
５  除数と被除数を逆にして計算を考えているもの ０.０ ０.０ 

９９  上記以外の解答 ５.２ ４.７ 
０  無解答 ４.１ ３.１ 

「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 

 

 学習指導に当たっては、次のことに留意することが大切である。 

除数が小数である場合の除法の計

算について、整数の場合の計算の意

味や計算の仕方を活用して、計算を

することができるようにすることが重要

である。 

指導に当たっては、例えば、本設問

を用いて、540÷0.6 の計算の仕方を

考える活動が考えられる。その際、筆

算による計算の仕方を形式的に指導

するだけではなく、下のように、除法に

関して成り立つ性質を活用して、540

÷0.6 の商が 5400÷６の商である

900 と等しいことを理解できるようにす

ることが大切である。 

（令和６年度全国学力・学習状況調査報告書より抜粋、令和６年８月、文部科学省） 
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(１) 正答率等比較 

 

（令和６年度中学校国語正答率等比較） 

◆ 全国の平均正答率が５８．１％であるのに対し、茅ヶ崎市も５９．４％で、全国と同

程度である。 

(２) 正答数分布 

 

（令和６年度中学校国語正答数分布グラフ） 

 茅ヶ崎市 全国（公立） 

第３四分位 １２問 １１問 

第２四分位（中央値） ９問 ９問 

第１四分位 ７問 ６問 

四分位範囲（ばらつき） ５ ５ 

 茅ヶ崎市のばらつきと中央値は全国と同じである。 
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知識及び技能における「言葉の特徴や使い方に関する事項」

知識及び技能における「情報の扱い方に関する事項」

知識及び技能における「我が国の言語文化に関する事項」

思考力、判断力、表現力等における「話すこと・聞くこと」

思考力、判断力、表現力等における「書くこと」

思考力、判断力、表現力等における「読むこと」知識・技能

思考・判断・表現

選択式

短答式

記述式

0

20
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60

80

100

0

20

40

60

80

100

知識及び技能における「言葉の特

徴や使い方に関する事項」

知識及び技能における「情報の扱

い方に関する事項」

知識及び技能における「我が国の

言語文化に関する事項」

思考力、判断力、表現力等におけ

る「話すこと・聞くこと」

思考力、判断力、表現力等におけ

る「書くこと」

思考力、判断力、表現力等に

おける「読むこと」
知識・技能

思考・判断・表現

選択式

短答式

記述式

茅ヶ崎市

全国（公立）

(３) 領域・観点・問題形式別平均正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和６年度中学校国語領域・観点・問題形式別レーダーチャート） 

 

◆ 記述式問題の平均正答率は、４８．５％（全国４５．５％）であり、全国平均を３．０ポ

イント上回る。特に、問題  3  四 の平均正答率は５４．０％（全国４９．３％）で

あり、全国平均を４．７ポイント上回る。 

(４) 特に課題が見られた問題 

【ピックアップポイント】 

全国と比べて、正答率の差が最も大きかったもの。…問題  3  三 

【出題の趣旨】 

文脈に即して漢字を正しく書くことができるかどうかをみる。 

■学習指導要領における内容 

〔第２学年〕知識及び技能 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ウ 第１学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字のうち３５０字程度から   

４５０字程度までの漢字を読むこと。また、学年別漢字配当表に示されている漢字を書

き、文や文章の中で使うこと。《漢字》 

■評価の観点  

知識・技能 

【問題の概要】 

漢字を書く（みちたりた）。 
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【平均正答率（％）】 

正答 茅ヶ崎市 全国（公立） 

下記参照 ６４．６ ６８．８ 

 全国平均を４.２ポイント下回る。 

【解答類型及び解答の割合（％）】 

「満」は、小学校第４学年の配当漢字、「足」は、小学校第１学年の配当漢字である。 

類

型 

正

答 
解答類型 

割合（％） 

茅ヶ崎市 全国（公立） 

１ ◎ 「満（ち）足（りた）」と解答しているもの ６４.６ ６８.８ 

２  「満（ち）足（りた）」のうち「満」だけ正しく解答しているもの ８.０ ７.４ 

３  「満（ち）足（りた）」のうち「足」だけ正しく解答しているもの ８.２ ６.１ 

99  上記以外の解答 ８.８ ７.６ 

０  無解答 １０.５ １０.２ 

「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 

 

 学習指導に当たっては、次のことに留意することが大切である。 

漢字の指導においては、字体、字形、音訓、意味や用法などの知識を習得し、文

脈に即して漢字を読んだり書いたりすることができるように指導することが大切である。 

漢字の書きについては、小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配

当表に示されている漢字１，０２６字について、中学校修了までに文や文章の中で使

い慣れる必要がある。そのため、実際に書く活動を通して、漢字を正しく用いる態度と

習慣とを養うことが大切である。また、１人１台端末等を活用して文字を入力する際に

も、漢字がもつ意味に注意して、適切に選択する力を養うことが重要である。さらに、

文章の中ばかりではなく、「Ａ話すこと・聞くこと」の学習の中や、他教科等の学習や日

常の会話の中でも漢字の書きについて意識するよう指導することも大切である。これら

の学習の際には、必要に応じて辞書を引くことを習慣付けることが有効である。また、

各学年の語彙の指導事項の内容と関連付け、音訓を意識し、漢字の意味に注意しな

がら漢字を身に付けることができるよう指導することが大切である。 

なお、漢字の読みについては、学習指導要領の学年別漢字配当表に示されている

漢字１，０２６字に加え、中学校修了までに学年別漢字配当表以外の常用漢字の大

体を読むことを求めている。 

（令和６年度全国学力・学習状況調査報告書より抜粋、令和６年８月、文部科学省） 

 

 

 



茅ヶ崎市教育委員会 | 令和６年度全国・学力学習状況調査結果分析 14 

 

(１) 正答率等比較 

（令和６年度中学校数学正答率等比較） 

◆ 全国の平均正答率が、５２．５％であるのに対し、茅ヶ崎市は５３．２％で、全国と同

程度である。 

(２) 正答数分布 

（令和６年度中学校数学正答数分布グラフ） 

 茅ヶ崎市 全国（公立） 

第３四分位 １２問 １２問 

第２四分位（中央値） ９問 ８問 

第１四分位 ５問 ５問 

四分位範囲（ばらつき） ７ ７ 

◆ 茅ヶ崎市のばらつきは全国と同程度だが、中央値は全国を上回る。 

53.2
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数と式

図形

関数

データの活用

知識・技能思考・判断・表現

選択式

短答式

記述式
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図形
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データの活用

知識・技能思考・判断・表現
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記述式茅ヶ崎市

全国（公立）

(３) 領域・観点・問題形式別平均正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和６年度中学校算数領域・観点・問題形式別レーダーチャート） 

◆ データの活用に関する問題の正答率は５３．０％（全国５５．５％）であり、全国平均

を２.５ポイント下回る。 

(４) 特に課題が見られた問題 

【ピックアップポイント】 

全国と比べて、正答率の差が最も大きかったもの。…問題  ７  （３） 

【出題の趣旨】 

複数の集団のデータの分布から、四分位範囲を比較することができるかどうかをみ

る。 

■学習指導要領における領域・内容 

〔第２学年〕 Ｄ データの活用 

(1) データの分布について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解すること。 

■評価の観点 

知識・技能 

 

【問題の概要】 

車型ロボットについて、障害物からの距離の設定を変えて調べたデータの分布から、

四分位範囲について読み取れることとして正しいものを選ぶ。 
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問題  ７  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平均正答率（％）】 

正答 茅ヶ崎市 全国（公立） 

下記参照 ４３．４ ４８．５ 

 全国平均を５．１ポイント下回る。 

【解答類型及び茅ヶ崎市の解答の割合（％）】 

 【解答類型１、３】は、四分位範囲を理解していないと考えられる。 

 【解答類型２】は、複数の集団のデータの分布から、範囲に着目したと考えられる。 

 【解答類型４】は、複数の集団のデータの分布から、第１四分位数や第３四分位数に着目したと

考えられる。 

 
正

答 
解答類型 

割合（％） 

茅ヶ崎市 全国（公立） 

１  ア と解答しているもの（四分位範囲はだんだん大きくなる） ７.６ ８.０ 

２  イ と解答しているもの（四分位範囲はだんだん小さくなる） ２３.６ ２２.２ 

３  ウ と解答しているもの（四分位範囲は大きくなって、小さくなる） ９.６ ８.６ 

４  エ と解答しているもの（四分位範囲は小さくなって、大きくなる） １４.９ １１.７ 

５ ◎ オ と解答しているもの（四分位範囲は変わらない） ４３.４ ４８.５ 

９９  上記以外の解答 ０.０ ０.０ 

０  無回答 ０.９ ０.９ 

「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
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 学習指導に当たっては、次のことに留意することが大切である。 

複数の集団のデータの分布に着目し、その傾向を比較して読み取る活動を通し

て、四分位範囲の必要性と意味を理解できるように指導することが大切である。その

際、四分位範囲はデータの散らばりの度合いを表す指標であり、第３四分位数と第１

四分位数の差で求められることを確認することが大切である。また、極端にかけ離れ

た値が一つでもあると、最大値や最小値は大きく変化し、範囲はその影響を受けやす

いが、四分位範囲はその影響をほとんど受けないという性質を確認することも大切で

ある。 

本設問を使って授業を行う際には、障害物からの距離の設定を長くしていった場合

の設定した位置から進んだ距離の分布の傾向について考察する活動を取り入れるこ

とが大切である。その際、三つのデータからそれぞれの四分位範囲を求め、それらの

値を比較して「四分位範囲は変わらない。」と読み取るだけでなく、箱ひげ図の箱の位

置などと関連付けてデータの分布の傾向について考察する場面を設定することが考

えられる。こうした活動を通して、四分位範囲の必要性と意味について理解を深めら

れるようにすることが大切である 

（令和６年度全国学力・学習状況調査報告書より抜粋、令和６年８月、文部科学省） 
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基本的生活習慣に関する状況 

(１) 【児童生徒質問紙】「朝食を毎日食べていますか」 

【小学校】 

 

【中学校】 

 

 

◆ 肯定的に回答した割合は、児童・生徒ともに９０％を超えている。 

 

【本市における児童・生徒の朝食喫食率と平均正答率との相関】 

＊下表の児童生徒数の割合は、質問紙に回答した児童生徒を対象としているため、上表の値と異なる。 

朝食を毎日食べていますか 
児童数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

 

生徒数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

国語 算数 国語 数学 

１ している 85.6  66.3  64.2  81.2  61.2  55.3  

２ どちらかといえば、している 8.7  57.9 56.5  11.6  54.7  48.6  

３ あまりしていない 4.3  55.6  48.6  5.1  51.4  40.7  

４ 全くしていない 1.4  58.2  48.7  2.0  48.3  43.1  

◆ 肯定的に回答した児童・生徒の方が、各教科の平均正答率が高い傾向が見られ

る。 
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1.7
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 している   どちらかといえば、している   あまりしていない  全くしていない 
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自己肯定感に関する状況 

(１) 【児童生徒質問紙】「自分には、よいところがあると思いますか」 

【小学校】                          

 

【中学校】 

 

 

 

◆ 肯定的に回答した割合は、児童・生徒ともに約８０％となっている。 

【本市における児童・生徒の自己肯定感と平均正答率との相関】 

＊下表の児童生徒数の割合は、質問紙に回答した児童生徒を対象としているため、上表の値と異なる。 

自分には、よいところがあると思いますか 
児童数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

 

生徒数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

国語 算数 国語 数学 

１ 当てはまる 42.9  68.0  66.3  43.3  61.1  54.7  

２ どちらかといえば、当てはまる 42.9  63.3  60.8  41.0  59.7  53.5  

３ どちらかといえば、当てはまらない 10.1  61.4  56.8  10.7  57.3  51.6  

４ 当てはまらない 4.2  59.1  57.1  4.8  53.2  48.2  

◆ 肯定的に回答した児童・生徒の方が、各教科の平均正答率が高い傾向が見られ

る。 
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 当てはまる              どちらかといえば、当てはまる 

 どちらかといえば、当てはまらない   当てはまらない 
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(２) 【児童生徒質問紙】「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」 

【小学校】 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 肯定的に回答した割合は、児童・生徒ともに全国とほぼ同じである。 

 【本市における児童・生徒の自己肯定感と平均正答率との相関】 

＊下表の児童生徒数の割合は、質問紙に回答した児童生徒を対象としているため、上表の値と異なる。 

先生は、あなたのよいところを認めてくれて

いると思いますか 

児童数の 

割合（％） 

平均正答率

（％） 

 

生徒数の 

割合（％） 

平均正答率

（％） 

国語 算数 国語 数学 

１ 当てはまる 43.4  67.1  64.9  42.1  60.8  54.1  

２ どちらかといえば、当てはまる 45.4  63.9  61.3  48.6  59.8  53.7  

３ どちらかといえば、当てはまらない 8.1  61.6  60.5  6.3  54.7  47.3  

４ 当てはまらない 3.1  59.6  55.8  2.7  54.3  56.1  

 肯定的に回答した児童・生徒の方が、各教科の平均正答率が高い傾向が見られ

る。 

 

 

 

 

 

 当てはまる              どちらかといえば、当てはまる 

 どちらかといえば、当てはまらない   当てはまらない 
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主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に 

関する取組状況 

(１) 【児童生徒質問紙】「５年生まで[中学生は１，２年生のとき]に受けた授業で、自分

の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組

立てなどを工夫して発表していましたか」 

【小学校】 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

◆ 肯定的な回答が、児童は７２.８％（全国６７.６％）と、全国平均を５.２ポイント上回り、

生徒は７８.５％（全国６４.８％）と、全国平均を１３.７ポイント上回っている。 

【本市における授業中の発表の工夫状況と平均正答率との相関】 

＊下表の児童生徒数の割合は、質問紙に回答した児童生徒を対象としているため、上表の値と異なる。 

5 年生まで（中学生は１、２年生のとき）に受けた授業

で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがう

まく伝わるよう，資料や文章、話の組立てなどを工夫し

て発表していましたか 

児童数の 

割合（％） 

平均正答率

（％） 

 

生徒数の 

割合（％） 

平均正答率

（％） 

国語 算数 国語 数学 

１ 発表していた 30.2  73.6  70.6  29.5  66.9  61.3  

２ どちらかといえば、発表していた 42.7  63.2  61.6  49.7  59.2  53.3  

３ どちらかといえば、発表していなかった 19.9  59.0  57.1  15.8  52.3  44.5  

４ 発表していなかった 5.9  55.7  50.1  3.9  45.0  39.9  

5 考えを発表する機会はなかった 1.2  54.3  52.3  0.9  40.8  29.3  

◆ 肯定的な回答をした児童・生徒の方が、各教科の平均正答率が高い傾向が見ら

れる。 

 

30.1

25.9

42.7

41.7
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22.2

49.5

42.6

15.8

23.3
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9.3

1.1

2.2
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① 発表していた  ② どちらかといえば、発表していた  ③ どちらかといえば、発表していなかった 

④ 発表していなかった  ⑤ 考えを発表する機会はなかった 

①            ②           ③     ④  ⑤ 

①          ②              ③     ④  ⑤ 



茅ヶ崎市教育委員会 | 令和６年度全国・学力学習状況調査結果分析 22 

 

(２) 【児童生徒質問紙】「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考え

たり、生かしたりすることができると思いますか」 

【小学校】 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 肯定的な回答が、児童は８２.３％（全国８３.７％）と、生徒は７６.９％（全国７９.０％）

と、全国平均とほぼ同じである。 

【本市における授業中の学習を次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたり

している児童・生徒と平均正答率との相関】 

＊下表の児童生徒数の割合は、質問紙に回答した児童生徒を対象としているため、上表の値と異なる。 

授業で学んだことを、次の学習や実
生活に結びつけて考えたり、生かした
りすることができると思いますか 

児童数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

 

生徒数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

国語 算数 国語 数学 

１ 当てはまる 30.8  68.0  66.5  24.8  62.6  57.8  

２ どちらかといえば、当てはまる 51.4  63.6  60.9  52.1  60.1  53.1  

３ どちらかといえば、当てはまらない 15.4  63.7  60.4  17.6  56.8  50.2  

４ 当てはまらない 2.3  63.2  62.6  4.4  53.5  49.5  

◆ 肯定的な回答をした児童・生徒の方が、各教科の平均正答率が高い傾向が見ら

れる。 

 

 

 

30.7

35.9

51.6

47.8

15.3

13.4

2.3

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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全国（公立）

24.6

27.5

52.3

51.5

17.5

16.5

4.4

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

茅ヶ崎市

全国（公立）

 当てはまる              どちらかといえば、当てはまる 

 どちらかといえば、当てはまらない   当てはまらない 
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(３) 【児童生徒質問紙】「５年生まで[中学生は１，２年生のとき]に受けた授業で、PC・

タブレットなどの ICT 機器を、どの程度使用しましたか」 

【小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 週３回以上使用したとする回答が、児童は７２.４％（全国５９.５％）と、全国平均を 

１２.９ポイント上回り、生徒は９３.４％（全国６４.４％）と、全国平均を２９ポイント上回

っている。 

◆ 今年度の茅ヶ崎市における週３回以上使用したとする回答は、小学校・中学校と

もに昨年度と同じである。 

【本市における授業における ICT 機器の利用状況と、平均正答率との相関】 

＊下表の児童生徒数の割合は、質問紙に回答した児童生徒を対象としているため、上表の値と異なる。 

5 年生まで（中学生は１，２年生のとき）に受

けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器

を、どの程度使用しましたか。 

児童数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

 

生徒数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

国語 算数 国語 数学 

１ ほぼ毎日 32.4  66.7  64.7  77.2  61.7  56.0  

２ 週 3 回以上 40.2  65.2  63.2  16.4  54.5  47.1  

３ 週 1 回以上 20.7  63.3  60.5  4.3  49.7  40.7  

４ 月 1 回以上 4.9  63.4  58.4  1.0  44.3  41.2  

5 月 1 回未満 1.7  52.7  46.3  0.8  42.7  35.8  

◆ 肯定的な回答をした生徒の方が各教科の平均正答率が高い傾向がみられる。 

 ほぼ毎日  週３回以上  週１回以上  月１回以上  月１回未満 

33.4

32.3
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42.1

40.1
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20.9
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4.2
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83.6

76.9
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14

16.5

33.4
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4.4

24.6

0.3
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7.8
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0.9

2.8
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R6茅ヶ崎市
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規範意識に関する状況 

(１) 【児童生徒質問紙】「人が困っているときは、進んで助けていますか」 

【小学校】                       

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 肯定的に回答した割合は、児童・生徒ともに約９０％となっている。 

(２) 【児童生徒質問紙】「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」 

【小学校】                        

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 肯定的に回答した割合は、児童・生徒ともに約９５％となっている。 

 当てはまる              どちらかといえば、当てはまる 

 どちらかといえば、当てはまらない   当てはまらない 

 当てはまる              どちらかといえば、当てはまる 

 どちらかといえば、当てはまらない   当てはまらない 

42.1

46

49.9

46.7

7

6.2

1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

茅ヶ崎市

全国（公立）

34.8

38.3

54.5

51.8

9

8.3

1.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

茅ヶ崎市

全国（公立）

75.4

79.5

19.8

17.2

3.9

2.5

1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

茅ヶ崎市

全国（公立）

73.6

77.5

20.8

18.2

4

2.9

1

0.9
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(３) 【学校質問紙】「調査対象学年の児童・生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着

いていると思いますか」 

【小学校】                      

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 茅ヶ崎市の肯定的な回答が、小学校は６８.５％（全国８５.５％）、中学校は１００％

（全国９３．８％）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そう思う              どちらかといえば、そう思う 

 どちらかといえば、そう思わない   そう思わない 
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学習習慣等に関する状況 

(１) 【児童生徒質問紙】「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり

どれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生

に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）」 

【小学校】 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 １日当たり３０分以上勉強している割合（①～④）が、児童は７６.５％（全国８１.６％）

と、全国平均を５.１ポイント下回っているが、生徒は全国平均とほぼ同じである。 

 １日２時間以上勉強している割合（①と②）が、生徒は４９.７％（全国３１.７％）と、全

国平均を 1８ポイント上回っている。 

【本市における、学校の授業時間以外の学習時間と平均正答率との相関】 

＊下表の児童生徒数の割合は、質問紙に回答した児童生徒を対象としているため、上表の値と異なる。 

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から 

金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強 

をしますか（学習塾で勉強している時間や家 

庭教師の先生に教わっている時間、インター 

ネットを活用して学ぶ時間も含む） 

児童数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

 

生徒数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

国語 算数 国語 数学 

１ ３時間以上 14.6  75.2  75.2  17.6  64.6  59.4  

２ ２～３時間 13.2  69.2  65.1  32.5  63.4  58.4  

３ １～２時間 24.8  64.8  63.1  24.5  58.9  53.4  

４ ３０分～１時間 23.9  62.5  59.4  11.1  53.4  45.1  

５ ３０分未満 17.8  60.9  58.3  8.2  57.9  46.8  

６ 全くしない 5.7  52.8  49.5  5.7  42.2  34.9  

◆ 学習時間が長い児童・生徒の方が、各教科の平均正答率が高い傾向が見られる。 
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 ①     ②          ③         ④      ⑤   ⑥ 

 ①    ②       ③          ④       ⑤  ⑥ 

① ３時間以上 ② ２～３時間 ③ １～２時間 ④ ３０分～1時間 ⑤ 30分未満 ⑥全くしない 
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(２) 【児童生徒質問紙】「放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか（複数選

択）」 

【小学校】                       

 

 

 

 

 

 

 

【本市における、放課後や週末の過ごし方と平均正答率との相関】 

放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか（複数
選択） 

本市の 

児童数の 

割合（％） 

全国の 

児童数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

国語 算数 

１ 家で勉強や読書をしている 47.8  49.3 71.4  70.1  

２ 
放課後子供教室や放課後児童クラブ（学童保育）に参加

している 
2.1  5.7 59.2  57.1  

３ 
地域の活動に参加している（地域学校協働本部や地域住

民などによる学習・体験プログラムを含む） 
2.5  4.4 64.8  64.4  

４ 学習塾など学校や家以外の場所で勉強している 33.1  24.4 71.0  69.8  

５ 習い事（スポーツに関する習い事を除く）をしている 45.8  38.2 68.9  67.0  

６ スポーツ（スポーツに関する習い事を含む）をしている 51.4  46.7 66.3  64.9  

７ 
家でテレビや動画を見たり、ゲームをしたり、SNS を利用し

たりしている 
80.4  79.1 65.8  63.3  

８ 家族と過ごしている 65.7  65.6 66.2  63.8  

９ 友達と遊んでいる 69.4  64.2 64.4  61.8  

10 １～９に当てはまるものがない 1.4  1.3 63.5  62.9  

 本市の児童は、④の「学習塾など学校や家以外の場所で勉強している」が３３.

１％（全国２４.４％）、⑤の「習い事（スポーツに関する習い事を除く）をしている」が

４５.８％（全国３８.２％）、⑥の「スポーツ（スポーツに関する習い事を含む）をしてい

る」が５１.４％（全国４６.７％）となっており、全国を上回っている。 

 本市では、放課後や週末に①の「家で勉強や読書をしている」、④の「学習塾など

学校や家以外の場所で勉強している」と回答している児童の平均正答率が高い。 
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【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

【本市における、放課後や週末の過ごし方と平均正答率との相関】 

放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか（複数
選択） 

本市の 

生徒数の 

割合（％） 

全国の 

生徒数の 

割合（％） 

平均正答率（％） 

国語 数学 

１ 学校の部活動に参加している 71.8  71.1 61.8  55.9  

２ 家で勉強や読書をしている 48.2  46.1 65.0  60.3  

３ 
地域の活動に参加している（地域学校協働本部や地域住

民などによる学習・体験プログラムを含む） 
2.4  3.9 62.5  64.1  

４ 学習塾など学校や家以外の場所で勉強している 58.0  38.5 63.7  59.4  

５ 習い事（スポーツに関する習い事を除く）をしている 24.8  23.6 60.7  54.5  

６ スポーツ（スポーツに関する習い事を含む）をしている 28.7  30.4 56.2  51.5  

７ 
家でテレビや動画を見たり、ゲームをしたり、SNS を利用し

たりしている 
90.9  88.6 60.7  54.8  

８ 家族と過ごしている 69.7  68.0 61.8  55.0  

９ 友達と遊んでいる 65.5  62.3 60.0  53.5  

10 １～９に当てはまるものがない 1.2  1.2 47.9  44.3  

 本市の生徒は、④の「学習塾など学校や家以外の場所で勉強している」が５８.

０％（全国３８.５％）となっており、全国を上回っている。 

 本市では、放課後や週末に「家で勉強や読書をしている」と回答した生徒（②）は

国語の平均正答率が高く、「地域の活動に参加している（地域学校協働本部や地

域住民などによる学習・体験プログラムを含む）」と回答した生徒（③）は数学の平

均正答率が高い。 
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（３）【学校質問紙】「調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、家庭学習

について、児童（生徒）が自分で学ぶ内容や学び方を決めるなど、工夫して取り

組めるような活動を行いましたか」 

【小学校】                                           

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 肯定的な回答が、小学校は８４.２％（全国９６.１％）と、全国平均を１１.９ポイント下

回り、中学校は９２.３％（全国９１.９％）と、全国平均とほぼ同じである。 

 昨年度は、小学校・中学校ともに肯定的な回答が全国平均を大きく下回っていた

が、今年度は、小学校が全国平均に近づき、中学校はほぼ同じになった。 
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(1) 基本的生活習慣に関すること 

毎日朝食を摂り、就寝・起床時刻を決めるなど、早寝早起き朝ご飯を意識し規則正

しい生活を送ることや、前日のうちに学校の支度をしておくなど、毎日の生活を通して

よりよい生活の習慣化を図ることが大切です。 

また、スマートフォンの普及や１人１台端末の持ち帰り等、子どもたちのライフスタイ

ル・学習スタイルの様々な場面において、大きな変化が見られます。ゲームやＳＮＳ、

動画視聴等、ＩＣＴ機器を使用する時間が増加していること、検索による情報収集が容

易に行える状況等もあることから、お子様と相談しながら、使い方のルールや約束事を

決めるなど、自分で使い方をコントロールできる力を身に付けていかれるよう支援して

いくことが必要です。 

(2) 自己肯定感に関すること 

自己肯定感は、学習のみならず、物事に前向きに取り組むための土台となります。

「自分にはよいところがある」と思う児童・生徒ほど、各教科の平均正答率が高い傾向

が見られることから、自分のよいところを大切にし、自己肯定感を高めることは、子ども

たちのよりよい成長につながると考えられます。 

お子様のよいところや頑張りを認め、保護者としてもそれを大切に思っていることを

伝える場面を増やし、失敗しても諦めずに挑戦する子どもの姿につなげることが大切

です。日々の些細な出来事などでもお子様と向き合い会話を重ねながら、苦手なこと

や得意なこと、興味のあることなどについて理解を深めていくことが必要です。 

(3) 主体的・対話的で深い学びの視点に関すること 

小・中学校ともに、授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、

生かしたりするという点において、さらなる成長が期待できます。学習した内容を日常

的に活用する機会を意識し、設けることが大切です。 

家庭では、お子様が学校で学んだことを話題にするなどし、学校の授業内容を保護

者も共有することが大切です。授業で学んだことと、日常の中で起こったことや見たニ

ュース等をつなげ、話題にし、意識的に子どもの考えを表現させる機会を持つことも大

切です。 

(4) 規範意識に関すること 

規範意識の醸成のためには、「公共の場で、どのように振る舞うことが適切であるか」、

「社会の一員として、どのように責任ある行動をとることができるか」等、お子様が自ら考

え、行動していくための経験を積み重ねることが必要です。そのために、身近な大人

が手本を示していくことが大切です。 

日常生活におけるマナーやルールは、身の回りの大人の姿を見て身に付くもので
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す。大きな社会問題となっているいじめをはじめ、交通ルールや感謝の気持ちの表し

方等、様々な場面について、学校やご家庭でも、相手の立場を想像し物事を考える大

切さを話題にしていくことが必要です。 

(5) 学習習慣等に関すること 

家庭学習や宿題に取り組んだり、習い事に通ったりするなど、学校外での学習の時

間を取り入れることで、より学習内容が身に付いていることが窺えます。その中で、保

護者も一緒に学習に取り組んだり、学習のきっかけとなる言葉がけをしたりすることで、

子どもの学習状況や取組を把握するとともに、お子様が自分で課題を設定し計画を立

てて取り組んだり、発達段階に応じて望ましい学習習慣が身に付くよう、家庭学習への

意欲を高めていったりすることが大切です。 

 

(1) 基本的生活習慣に関すること 

現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容として、「心身の健康の保持増

進に関する教育」、「食に関する教育」について、児童・生徒の発達段階や学校、地域

の実態を考慮し、各学校の特色を生かした教育課程の編成を図ることが必要です。

（参照：小学校学習指導要領解説総則編 P.236～P.243、中学校学習指導要領解説

総則編 P.232～P.239） 

(2) 自己肯定感に関すること 

自己肯定感は、学習への意欲を支える基盤となるものです。 

本調査では、児童・生徒が自分自身によいところがあり、教職員に自分のよいところ

を認めてもらっていると感じていますが、同時に、「よいところを認めてくれている」こと

について肯定的でない回答をした児童・生徒もいることから、児童・生徒が学校生活に

おいて、どのような場面で戸惑いを感じているか、どういった点が自分自身のよいとこ

ろだと考えているかなど、児童・生徒の内面に目を向ける必要があります。 

また、よい結果のみを褒めるのではなく、その過程を大事にすることや、上手くいか

なかった際にも、取組の姿勢を認め、うまくいかなかった原因について考えさせながら、

次の意欲につながる言葉かけをしていくことが大切です。 

さらに、教職員は、児童・生徒一人一人が、自らの学習を調整し、粘り強く取り組ん

でいかれるよう指導と評価を繰り返しながら、その中で児童・生徒の取組や頑張りを積

極的に褒めたり、励ましたりすることが大切です。 

(3) 主体的・対話的で深い学びの視点に関すること 

 小・中学校ともに、「自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、

資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表」したという点においては、全国平均を
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上回って肯定的な回答をしています。しかし、「授業で学んだことを、次の学習や実生

活に結び付けて考えたり、生かしたりすることができる」という点においては、全国平均

とほぼ同じではあるが、肯定的でない回答をした児童・生徒がやや増えています。この

ことから、各学校の授業の中で、学習した内容や考えたことを次の学習や単元とつな

げたり、教科横断的な視点を持った教科間のつながりを意識したりすることで、日常的

に学習したことをつなげて活用する機会を設けることが必要です。 

1 人 1 台端末の活用においては、学校での取組が進んできており、小・中学校とも

に、多くの場面で利用されていることが結果として表れています。今後もＩＣＴ機器を有

効活用していくとともに、「活用目的の明確化」や「情報活用能力の育成」を意識した

授業づくりを進めていくことが大切です。 

(4) 規範意識に関すること 

学校の教育活動全般を通して、児童・生徒が互いに尊重し合い、協働してよりよい

学級や学校をつくっていく上で、共通に求められるルールやマナーを学び、規範意識

を身に付けていくことが重要です。そのためには、規律を守ることの必要性を児童・生

徒が主体的に考え、よりよく判断できる力を育むことが必要です。 

学習規律について、実際に規律を意識し、落ち着いて授業を受けているという質問

に対し、約３割の児童が肯定的でない回答をしており、授業中の規律や学校生活に

おけるルールについて、教職員が共通認識を持ち、学校全体で指導をしていくことが

必要です。同質問における生徒の回答は１０割が肯定的な回答をしており、引き続き、

生徒が学習規律を維持することの大切さを意識できるような指導に努めることが大切

です。 

また、いじめはどんな理由があってもいけないことについて、まだ否定的な回答が見

られることから、学校は、教育活動全般における道徳教育の充実を図るとともに、たと

え、「よかれと思ってしたことであっても、相手が心身の苦痛を感じれば法律上のいじ

めに該当する」ということについて、児童・生徒の理解を深める必要があります。引き続

き、いじめ問題に対する正しい理解と多様な生き方や価値観を認め合える学校を目指

し、いじめの未然防止に取り組んでいくことが重要です。 

一方、学校は成長途中である児童・生徒が集まる場所である以上、人間関係のトラ

ブルは当然起こりえます。発生してしまったいじめ事案の解決を自校の最優先課題と

位置づけ、組織的に対応し、全ての児童・生徒が安全・安心な学校生活を送れるよう、

取組を推進していくことが必要です。 

(5) 学習習慣等に関すること 

宿題や家庭学習に取り組むことで、学校での学習内容を定着させたり、学校だけで

なく家庭でも、自ら学習に向かおうとする気持ちや機会をつくったりすることは大切なこ

とです。各学校においては、児童・生徒の実態に応じて、宿題や家庭学習の内容を精
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査しながら、どのように取り組ませるかについて家庭と共通理解を図っていく必要があ

ります。 

児童・生徒の実態に応じた取り組ませ方、無理のない計画といった事前の準備や指

導に加え、事後の見取りと評価、励ましなど、児童・生徒の学習意欲を高めるための関

わりを意識しながら、各家庭と連携して、児童・生徒の学びを深めていくことが大切で

す。 

 

(1) 学校生活や学習への意欲を高めるために  

 児童・生徒が学校生活をより楽しいものと感じ、学習への意欲を高めていくためには、

学校や学級が居心地のよい雰囲気、学習しやすい環境であることが大切だと考えます。

そのためには、児童・生徒が今の学校生活や授業で学んだことをどのように感じている

か、どのくらい理解できているのかを教職員が丁寧に見取ることも大切です。 

 教職員が児童・生徒一人一人と向き合い理解し、児童・生徒のよいところを認め、苦

手としていることについて一緒に取り組んだり、児童・生徒がお互いを認め、安心して

学校生活を送れる学校づくりを進めたりすることで、児童・生徒がたくさんの大人に認

められていることを実感し、自己肯定感を高め、学びに意欲的に向かう姿へとつなげ

ていくことができると考えます。 

教育委員会といたしましては、教職員がより深い児童・生徒理解を進めることができ

るように、児童・生徒指導担当教員研究会をはじめ、人権教育講座、道徳研修会等の

研修の充実や「生命（いのち）の安全教育」の推進を図るとともに、学校訪問等の機会

を通じて、学校における児童・生徒の学びの姿から、適宜、指導・助言等を行ってまい

ります。 

(2) 学びの質を高めるために 

 児童・生徒の学びの質を高めるために、前述の深い児童・生徒理解とともに、学校で

の活動の中心である授業の質を向上させることが必要です。児童・生徒を理解し、主

体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業づくりをすることが、一人一人の意欲

や理解も含めた、学びの質を高めることにつながります。そのために、各学校が授業

づくり・指導力の向上を図れるよう、教育委員会が所管する推薦研究や計画訪問、校

内研究推進担当者連絡会等、様々な機会を通じて、本調査の結果の共有を図るとと

もに、児童・生徒が抱える課題や教育活動に関する改善点について研究してまいりま

す。 

 児童・生徒の学びの質を高めるために、学校においては、指導と評価の一体化を継

続的に意識した単元・授業づくりや教科横断的な学びの実践等を進めていくことが重

要であると考えます。その中で、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目
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指した取組となるよう、指導・助言に努めてまいります。 

 同時に、教職員と児童・生徒や児童・生徒同士が考えを交流・共有する方法、調べ

学習の充実等、より深い学びへつなげるために、１人１台端末をはじめとした ICT 機器

の活用の充実にも取り組むことができるよう、教職員が活用方法を学び合ったり、ＩＣＴ

を活用した指導力の向上を図ったりする機会の充実に努めてまいります。 
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